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No.195　令和２年３月１３日発行

六合地区
令和２年２月２９日現在

15,883人
7,882人
8,001人
5,972戸

令
和
へ
の
祈
り 

初
日
の
出
・
初
詣

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
〜

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た…

訪れる皆さんを優しくお迎えしたロクティの
イルミネーション&デコレーション（12月～1月）

有難うございました～暖かな『お・も・て・な・し…』
自治会の皆さんによる  

新年を迎え、朝日に輝く霊峰富士 （撮影：富士宮市）

令
和
最
初
の
初
日
の
出
・
初
詣

　

二
〇
二
〇
年
一
月
一
日
水
曜
日
、

穏
や
か
な
気
候
の
中
、
令
和
最
初
の

新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

例
年
通
り
早
朝
よ
り
、
岸
山
山
頂

に
初
日
の
出
を
参
拝
す
る
た
め
に
多

く
の
方
が
頂
上
を
目
指
し
ま
し
た
。

初
日
の
出
は
午
前
七
時
頃
の
見
通
し

で
し
た
が
、
厚
い
雲
が
一
面
に
広
が

り
、
残
念
な
が
ら
初
日
の
出
を
見
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
参

加
者
は
徐
々
に
明
る
く
な
る
空
や
空

気
の
澄
ん
だ
山
頂
か
ら
の
風
景
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
岸
町
浅
間
神
社
・
道
悦
島

八
幡
神
社
・
東
町
八
幡
神
社
で
は
初

詣
の
後
、
各
自
治
会
の
皆
様
に
よ
り

御
神
酒
・
甘
酒
等
が
振
舞
わ
れ
ま
し

た
。
参
拝
者
の
皆
様
は
新
年
の
無
事

を
祈
願
し
、
新
た
な
る
決
意
を
胸
に

さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

 

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に

あ
た
り
日
本
国
内
に
お
き
ま
し
て
は

例
年
に
な
い
よ
う
な
賑
や
か
で
華
や

か
な
一
年
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
皆

様
に
と
り
ま
し
て
も
幸
多
き
一
年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

穏やかで平和の年を予感させる岸山山頂か
ら望む日の出風景

（撮影： 令和 2 年 1 月 3 日）

残念ながら雲に覆われた初日の出、
日の出時刻に新たな願いを込めて万歳三唱をす
る参加者たち

早朝より訪れた参拝者に皆で「おも
てなし！」…お疲れ様でした

（東町八幡神社）

初日の出や初詣の皆さんに暖か
な「おもてなし！」…ご苦労様でした

（岸町浅間神社）

日の出と共に初詣に訪れた参拝者の長い列
（岸町浅間神社境内）

多くの参拝者を暖かく迎えて「おもてなし！」
…有難うございました（道悦八幡宮）

まぶしく輝き令和の幕開けに相応しい
日の出

（撮影： 令和 2 年 1 月 3 日）
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活 動 成 果 な ど を ご 覧 下 さ い ！

• 六合小 地域連携室で「映画教室」
（トムとジェリー・日本昔ばなし 他）
• 六合子どもチャレンジクラブと一期会による「お茶会」
• あけぼの健康グループによる「無料試食コーナー」、
「喫茶室（ケーキセット販売）」
• 「体験コーナー」、「消防車 乗車体験コーナー」、
「お楽しみ抽選会」
• 「スタンプラリー」、「金属折り鶴 製作体験」
等々の各ブースは多くの来場者で何れも大盛況でした

文
化
祭

令
和
元
年
度

10月
26日㈯・27日㈰
ロクティ及び
六小体育館
にて開催された
文化祭

私 た ち の

　

十
月
二
十
六
日
（
土
）
・
十
月

二
十
七
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ

た
り
、
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ロ
ク
テ
ィ
の
多
目
的
広
場
で

は
、
各
団
体
、
グ
ル
ー
プ
、
個
人

に
よ
る
素
晴
ら
し
い
作
品
が
展
示

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

六
合
小
学
校
体
育
館
に
は
、
保

育
園
、
幼
稚
園
、
小
学
生
に
よ

る
素
晴
ら
し
い
作
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
二
階
で

は
指
編
み
講
習
会
、
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
、
お
茶
会
が
あ
り
ま
し
た
。

喫
茶
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー

と
ケ
ー
キ
を
美
味
し
く
頂
き
ま
し

た
。

　

芸
能
部
門
で
は
、
六
合
小
学
校

体
育
館
に
て
保
育
園
、
幼
稚
園
、

中
学
生
（
吹
奏
楽
部
）
、
各
団

体
、
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
芸
能
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
の
ア

ン
コ
ー
ル
な
ど
も
あ
り
、

会
場
全
体
が
と
て
も
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
皆

様
が
こ
の
日
の
為
に
沢
山

練
習
を
し
て
き
て
く
れ

て
、
と
て
も
良
い
芸
能
発

表
に
な
り
ま
し
た
。

　

展
示
部
門
や
芸
能
部
門

だ
け
で
な
く
、
映
画
教
室

や
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が

あ
り
、
子
供
達
も
凄
く
楽

し
そ
う
に
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
文
化
祭
に
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
各
団
体
、
グ

ル
ー
プ
、
個
人
の
方
の
ご

協
力
に
よ
り
開
催
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
関
係
者

の
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

開場と同時に多くの来場者で賑わう多目的ホールの展示場

ミニバッグ ストラップの体験教室で真剣にチャレンジする参加者ら

壁＆テーブル  所狭しと展示された園児らの大傑作

芸能発表会で息の合った演奏で会場を魅了する一般参加者
グループ

会場に響き渡る見事な演奏を披露する六合中学の吹奏楽部

虫の世界へ引き込まれる…
園児たちのすばらしい作品

多くの来場者で賑わう手芸コーナー

すばらしい作品に思わず立ち止まり、
暫く観賞する来場者

金属で見事な折鶴を完成させる島田工業高の生徒



− 3 −

十
一
月
十
日
（
日
）
六
合

小
学
校
体
育
館
に
て
、
老
人

部
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

百
十
名
程
の
出
席
者
の
中

で
、
男
性
は
一
〇
名
程
度
。

女
性
の
元
気
な
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、

男
性
の
方
々
の
更
な
る
頑
張

り
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

開
会
の
言
葉
に
続
き
、
国

旗
礼
拝
、
君
が
代
斉
唱
、
物

故
者
に
対
し
黙
祷
と
、
他
の

催
し
物
と
は
違
う
、
ち
ょ
っ

と
厳
粛
な
雰
囲
気
で
し
た
。

開
会
式
の
後
、
介
護
老
人

保
健
施
設
「
さ
く
ら
」
施
設

長
廣
瀬
様
に
よ
る
講
演
会
へ

と
続
き
ま
し
た
。

お
話
に
よ
る
と
島
田
市

の
、
新
生
児
の
数
と
米
寿
の

皆
さ
ん
と
の
数
が
ほ
ぼ
同
じ

な
ん
で
す
っ
て
！

先
輩
方
の
健
康
と
ご

長
寿
、
若
い
ご
夫
婦
の

出
産
と
育
児
に
対
し
希

望
の
持
て
る
環
境
が
醸

成
さ
れ
る
こ
と
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

“
炭
坑
節
”
を
大

勢
の
皆
さ
ん
で
踊
っ
た

り
、
和
気
あ
い
あ
い
の

昼
食
の
後
、
「
す
み
れ

会
」
「
永
寿
会
」
「
寿

会
」
「
延
寿
会
」
「
こ

す
も
す
会
」
そ
れ
ぞ
れ

の
グ
ル
ー
プ
の
歌
や
踊

り
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
出
し
物
の
中
、
笑
顔

と
元
気
に
溢
れ
た
素
敵

な
ひ
と
時
と
な
り
ま
し

た
。

　

十
月
十
六
日
（
土
）
に

体
育
振
興
部
主
催
の
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
者
は
子
供
五

名
含
む
四
十
四
名
と
体
育
振

興
部
員
及
び
関
係
者
十
五
名

の
計
五
十
九
名
で
し
た
。

　

参
加
者
は
主
催
者
か
ら
の

注
意
事
項
・
コ
ー
ス
案
内
を

受
け
て
午
前
九
時
に
ロ
ク

テ
ィ
を
出
発
し
、
道
悦
旭
町

線
→
島
田
大
橋
→
リ
バ
テ
ィ

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
→
（
休

息
）
蓬
莱
橋
→
七
福
神
→
中

條
景
昭
像
公
園
（
休
息
）
→

島
田
大
橋
→
道
悦
旭
町
線
→

ロ
ク
テ
ィ
の
約
十
ｋ
ｍ
の
行

程
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
で
風
も

な
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

は
最
適
な
日
で
し
た
。

尚
、
参
加
者
の
最
年
少

は
四
歳
の
幼
稚
園
児

で
し
た
が
最
後
ま
で
元

気
良
く
歩
き
ま
し
た
、

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し

た
。

ステージで軽やかに踊りを披露する
ダンサー

元気に再スタートして「蓬莱橋」（全長 897.4 ｍ）を笑顔
で渡る元気な一行

開会式に続き講演する介護老人保健
施設 「さくら」 の廣瀬施設長

ウォーキング出発に先立ちコース案内に耳を傾ける
多数の参加者

若々しい声で会場を魅了する
コーラス グループ

両手を高く上げて元気に踊る
健康グループ

11月10日（日）六合小学校体育館にて多数の参加
者で開催された「いきいきクラブ大会」

中條景昭像公園で中央に富士山を望み、雲ひとつない中條景昭像公園で中央に富士山を望み、雲ひとつない
広大なパノラマを楽しみ、緑と大自然を満喫しながら休広大なパノラマを楽しみ、緑と大自然を満喫しながら休
憩を取るウォーカーたち憩を取るウォーカーたち

センス！ 良い演技を披露する出演者

世界最長の木造歩道橋
島田市が誇るレガシー「蓬莱橋」

整列してウォーキングを順調にスタート！
最後まで乱れず行けるかな…

ギネス認定

笑顔でとても楽しい ひと時を過ごしました…

穏やかで快晴の秋空の下、楽しく元気に歩きました！

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
大
会

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

十
月
十
六
日
（
土
）
　

好
天
に
恵
ま
れ
楽
し
く
歩
い
た

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

富士山
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マスを「釣るぞ！」と目当ての場
所で釣り糸を垂れる参加者

50ｃｍ超のマス、ずしりと重く
タモからはみ出してま～す

早くも、待望のマスをゲットして
大喜びの太公望

子供達に大人気でした「マスに
触れる体験コーナー」

皆、ずぶ濡れになりながらタモで追
い込んで楽しんだ 「つかみ取り」

ご協力有難うございました！大好評で長蛇の列
綿菓子、甘酒、豚汁…無料でおもてなし
美味しい五平餅の売れ行きも絶好調でした

十
二
月
三
日
（
火
）
六
合
小

学
校
地
域
連
携
室
に
て
、
六
合
地

区
自
冶
会
会
議
、
交
通
安
全
協
会

六
合
分
会
、
六
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

委
員
会
交
通
安
全
部
の
共
催
に
よ

り
令
和
元
年
度
交
通
安
全
防
犯
講

習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

島
田
警
察
署
よ
り
交
通
課
山

崎
様
、
生
活
安
全
課
芹
沢
様
を
講

師
に
お
迎
え
し
、
交
通
事
故
、
犯

罪
に
つ
い
て
紙
芝
居
や
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
の
映
像
を
活
用
し
な

が
ら
解
り
や
す
く
注
意
点
や
対
策

法
を
お
話
し
い
た
だ
き
、
参
加
し

た
皆
様
も
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
お

り
ま
し
た
。

防
犯
に
つ
い
て
は
、
オ
レ
オ

レ
詐
欺
に
加
え
架
空
請
求
詐
欺
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
現
金
を
振

り
込
ま
せ
る
手
口
か
ら

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

取
り
に
来
た
り
、
巧
妙

に
す
り
替
え
る
手
口
が

増
え
て
い
る
と
の
事
で

す
。
携
帯
電
話
の
メ
ー

ル
や
ハ
ガ
キ
や
封
書
で

の
架
空
請
求
で
は
連
絡

先
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
が
絶
対
に
連
絡
し
な

い
事
。
自
分
一

人
で
抱
え
込
ま

ず
家
族
や
警
察

等
誰
か
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

交
通
安
全

に
つ
い
て
は
、

運
転
時
は
常
に

周
り
を
意
識
し
て
危
険
を
予
知
す
る
事
が

大
切
で
す
。
ま
た
自
転
車
の
保
険
加
入
の

義
務
化
や
運
転
中
の
携
帯
電
話
使
用
等
の

厳
罰
化
等
ル
ー
ル
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま

す
。
分
か
ら
な
い
事
が
あ
れ
ば
警
察
署
に

問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
と
の
事
で
す
。

「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
過
信
せ
ず
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
事
故
防
止
、
防
犯
意

識
を
持
っ
て
行
動
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

六
合
地
区
に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

十
一
月
二
十
四
日
（
日
）
親
子
マ
ス
釣

り
大
会
が
阿
知
ケ
谷
天
満
天
神
社
前
の
東
光

寺
谷
川
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

当
日
は
、
明
け
方
ま
で
雨
模
様
で
し
た

が
、
開
催
時
間
の
八
時
半
が
近
づ
く
に
つ
れ

暖
か
い
秋
晴
れ
の
絶
好
の
釣
り
日
和
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
日
の
マ
ス
は
、
当
日
朝
の
七

時
頃
に
約
千
五
百
匹
が
六
区
画
に
仕
切
ら
れ

た
東
光
寺
谷
川
に
放
流
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

八
時
頃
よ
り
小
さ
な
釣
り
人
が
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
集
ま
り
だ
し
、
活
気
づ
い

た
状
況
の
中
、
八
時
四
十
分
、
開
始
の
サ
イ

レ
ン
を
合
図
に
一
斉
に
釣
り
糸
を
垂
ら
し
ス

タ
ー
ト
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
。
最
初
の
内
は
大
小

の
マ
ス
が
結
構
な
ペ
ー
ス
で
釣
れ
子
供
た
ち

が
大
声
を
出
し
釣
れ
た
魚
の
取
り
込
み
に
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、

三
十
分
も
す
る
と
魚
も
ス
レ
て
き
て
、
お

腹
も
一
杯
と
な
り
口
元
ま
で
エ
サ
を
持
っ
て

い
っ
て
も
釣
れ
な
く
な
り
一
部
小
さ
な
お
子

さ
ん
達
は
、
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
。

九
時
四
十
五
分
、
釣
り
時
間
が
終
わ
り

マ
ス
の
「
つ
か
み
取
り
」
の
為
、
お
子
さ
ん

た
ち
は
一
斉
に
川
の
中
に
ド
ボ
ン
。
皆
が

一
斉
に
川
の
中
に
入
っ
た
た
め
水
が
茶
色
に

濁
っ
て
し
ま
い
マ
ス
の
動
き
が
分
か
ら
な
い

…
。  

毎
年
や
っ
て
い
る
子
供
た
ち
は
手
慣

れ
た
も
の
で
事
前
に
用
意
し
た
タ
モ
や
バ
ケ

ツ
で
底
を
さ
ら
い
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
て
マ
ス

を
追
い
込
み
な
が
ら
捕
ら
え
て
お
り
ま
し
た
。

最
後
に
マ
ス
を
捕
れ
な
か
っ
た
子
供
達
に
は
主

催
者
側
よ
り
一
人
一
匹
マ
ス
を
も
ら
い
楽
し
く

怪
我
も
な
く
十
時
四
十
分
、
無
事
終
了
し
ま
し

た
。 

又
、
神
社
の
境
内
で
は
綿
菓
子
、
甘
酒
、

豚
汁
、
五
平
餅
（
有
料
）
な
ど
を
無
料
出
品
し

て
い
た
だ
き
大
変
美
味
し
か
っ
た
で
す
。       

尚
、
当
日
の
最
終
参
加
者
数
は
、
約
三
百

名
と
盛
況
な
大
会
で
終
了
で
き
ま
し
た
。
ま
た

来
年
も
お
楽
し
み
に
。

「印鑑をとりに行った隙に封筒をすり替える…」と
紙芝居で臨場感たっぷりに説明する生活安全課の
講師

島田署管内事故「追突・出会い頭」が 70% と
注意を促す交通課の講師

初めて聞く「ギフト券詐欺」の手口について真剣に耳を
傾ける参加者

とても暖かな釣り日和で、とっても楽しい釣り大会でした

親
子
マ
ス
釣
り
大
会

六
合
地
区

交
通
安
全・防
犯
講
習
会

十
二
月
三
日
（
火
）

地
域
連
携
室
で
開
催

新たな手口が増えています！
一人で抱え込まず誰かに相談しましょう

令和元年11月24日（日）
阿知ヶ谷天満天神社前の東光寺谷川にて開催



− 5 −

　

震
災
か
ら
少
し
時
間
が
経
ち
防
災
の

意
識
が
薄
れ
て
い
る
中
、
日
々
の
生
活

の
見
直
し
に
心
掛
け
て
行
く
事
が
大
事

で
す
。

　

時
間
的
な
余
裕
が
あ
っ
て
も
自
分
た

ち
は
大
丈
夫
と
言
う
、
危
機
感
を
感
じ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
訓

練
を
重
ね
る
こ
と
で
い
ざ
と
言
う
時
に

自
然
に
い
つ
も
と
同
じ
行
動
が
と
れ
身

を
守
れ
る
と
言
う
わ
け
で
す
。

　

最
近
の
地
震
、
津
波
、
水
害
は
そ
の

規
模
や
災
害
が
想
定
を
超
え
る
も
の
と

な
り
訓
練
内
容
も
そ
れ
に
応
じ
た
見
直

し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

数
々
の
「
想
定
外
」
が
生
ま
れ
「
想

定
内
」
に
す
る
努
力
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
未
だ
に
「
想
定
外
」
が
出
現
し

続
け
て
い
る
昨
今
、
更
な
る
災
害
を
生

み
出
す
こ
と
の
な
い
よ
う
日
頃
か
ら
日

常
と
非
日
常
の
切
り
替
え
に
翻
弄
さ
れ

ず
、
冷
静
に
対
応
す
る
事
が
大
事
で

す
。

発電機による照明器具の点灯訓練をする
参加住民

講師の指導を受けて AED による心肺塑
性訓練をする参加者

岸町総合防災訓練風景（於: 岸町グラウンド　撮影2019年9月1日）

貯水槽水を汲み上げ、浄水器にて飲料
水として試飲する参加者

ワンタッチパーテー
ションによる避難生活
の厳しさを体験する参
加生徒たち

発火点目がけて消火訓練をする
参加児童

地
域
防
災
訓
練

　
　 （
阿
知
ヶ
谷・岸
町
）

十
二
月一日 （
日
）

島
田
工
業
高
校
で
開
催

〝
防
災
さ
ん
ぽ
〞 

で

避
難
地
ま
で
の
経
路
、安
全
性
を

常
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！ AED

Automatic External Defibrillator

訓練を重ねる事で、自分の身を守ろう！！

令
和
元
年
度
の
文
化
講
演
会
が
、
今

年
も
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
年
が
明
け

た
令
和
二
年
一
月
二
十
五
日
（
土
）
午

後
二
時
か
ら
ロ
ク
テ
ィ
多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

今
年
は
、
安
城
市
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
の
深
谷
英
治
先
生
を
迎
え
『
元

気
で
幸
せ
に
な
る
為
の
秘

訣
と
は
！
』
（
幸
せ
に
な

る
為
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

と
題
し
た
テ
ー
マ
で
二

時
間
ほ
ど
熱
弁
を
振
る
わ

れ
ま
し
た
。

染
谷
島
田
市
長
を
は

じ
め
満
席
に
近
い
百
四
十

名
程
の
聴
講
者
は
、
皆
さ

ん
の
一
番
の
願
い
で
あ
る

元
気
で
幸
せ
に
な
る
為
に

は
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
良
い
の
か
真
剣
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

幸
せ
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

楽
し
く
生
き
る
と
い
う
事
。
幸
せ

は
、
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
自

分
で
見
つ
け
て
行
動
し
て
得
ら
れ
る

も
の
。
人
生
を
変
え
る
為
に
必
要
な

も
の
は
、
①
笑
顔 

②
挨
拶 

③
褒
め
る 

の
三
つ
。

名
古
屋
家
庭
裁
判
所
の
調
停
委
員
に

携
わ
っ
て
き
た
講
師
経
験
か
ら
人
が
困

難
に
遭
遇
し
た
時
、
ど
の
よ
う
に
し
て

問
題
を
克
服
し
て
解
決
に
結
び
つ
け
て

行
っ
た
か
な
ど
実
体
験
に
基
づ
い
た
貴

重
な
お
話
を
聞
き
新
し
い
世
界
が
開
け

て
く
る
よ
う
な
気
が
し
た
の
は
、
私
だ

け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

自
分
の
人
生
は
自
分
の
責
任
で
！

今
か
ら
で
も
決
し
て
遅
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
あ
な
た
も
行
動
に
移
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

誰もが気になるテーマを真剣に、時に笑顔で、耳を
傾けて納得した…会場を埋め尽くした参加者

タイトルに魅せられ一般参加者として来場、講演
前に挨拶をする染谷市長

楽しく生きる事について心理学と豊富な経験を交え
ユーモラスに語り掛ける深谷英治講師

文
化
講
演
会
令
和
二
年一月
二
十
五
日
（
土
）

ロ
ク
テ
ィ 

多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催

12/1（日）　自主防災係により防災倉庫の機材・備品の点
検確認を実施、その後に徒歩移動して避難所の説明及び
備蓄品置場を確認して解散

岸
町

阿
知
ヶ
谷

元 気 で 幸 せになるた め の 秘 訣とは！
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５０周年記念事業実行委員会

◆『昔の写真（昭和～平成の時代）を集めています』
六合コミュニティ５０周年記念事業「記念誌」発行にあたって

皆さんのご家庭に、昔のようすがわかる写真がありましたら
是非、ご提供をお願い致します。

二
月
九
日
（
日
）
午
前
十
時
か
ら
六

合
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て
女
性
部
主

催
に
よ
り
、
令
和
二
年
四
月
入
学
予
定

の
百
五
十
二
名
の
子
供
と
御
家
族
を
招

き
、
「
入
学
祝
い
の
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

当
日
は
晴
天
に
も
恵
ま
れ
立
春
の
頃

と
は
思
え
ぬ
温
暖
な
日
和
の
中
、
女
性

部
部
長
や
来
賓
の
方
々
か
ら
の
暖
か
い

お
祝
い
の
言
葉
を
頂
い
た
り
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
参
加
し
な
が
ら
和
や
か
な
会

と
な
り
ま
し
た
。

六
合
小
学
校
、
六
合
東
小
学
校
両
校

の
校
長
先
生
が
絵
本
「
へ
ん
し
ん
ト
ン

ネ
ル
」
の
読
み
聞
か
せ
か
ら
始
ま
り
、

新
し
い
環
境
に
臨
む
不
安
に
思
う
子
供

た
ち
の
気
持
ち
を
和
ら
げ
る
様
に
、
こ

れ
か
ら
通
う
学
校
の
様
子
や
心
構
え
を

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に
説
明
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
日
本
３
Ｂ
体
操
協
会
の
味
元
先
生
に

よ
る
「
３
Ｂ
体
操
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
３
Ｂ
体
操
の
特
徴
的
な
「
ベ
ル
」

と
い
う
道
具
を
使
い
な
が
ら
、
子
供
達

が
よ
く
知
っ
て
い
る
「
パ
プ
リ
カ
」
や

「
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
・
マ
ー
チ
」
等
の

音
楽
に
合
わ
せ
体
を
動
か
し
会
場
に
子

供
た
ち
の
元
気
な
声
が
響
き
渡
り
ま
し

た
。会

に
参
加
し
た
御
家
族
の
方
々
も
ラ

ン
ド
セ
ル
を
背
負
っ
て
小
学
校
へ
通
う

姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
健
や
か
に
成

長
し
た
子
供
が
眩
し
く
見
え
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

こ
の
会
を
通
し
て
地
域
の
交
流
が
築

か
れ
て
行
く
事
と
子
供
た
ち
が
友
達
を

沢
山
作
っ
て
元
気
に
楽
し
く
小
学
校
生

活
を
送
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
お

り
ま
す
。

もうすぐ！ ピッカピッカの 一 年 生で～す…

　

広
報
部
に
着
任
し
て
早
く
も
一
年
が
経
過

し
、「
あ
け
ぼ
の
１
９
５
号
」
発
行
に
よ
り
全
て

の
活
動
を
無
事
終
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
間
、
部
員
は
慣
れ
な
い
取
材
（
写
真
撮
影

や
原
稿
作
成
）
に
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、

当
初
掲
げ
た
「
先
ず
は
出
来
る
事
を
確
実
に
実

行
し
よ
う
！
」
を
念
頭
に
置
き
常
に
ワ
ン
チ
ー

ム
で
真
摯
に
取
組
ま
れ
て
計
画
し
た
年
３
回
の

広
報
誌
を
予
定
通
り
発
行
出
来
た
事
に
感
謝
致

し
ま
す
。

　

ま
た
同
時
に
取
材
に
ご
協
力
頂
い
た
関
係
者

各
位
及
び
「
あ
け
ぼ
の
」
を
ご
愛
読
頂
い
た
皆

様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

広
報
部
員
は
取
材
を
通
し
て
多
く
の
方
々
と

触
合
い
、
コ
ミ
活
動
を
異
な
る
視
点
か
ら
の
観

察
に
よ
り
新
た
な
情
報
を
得
ら
れ
た
事
は
大
き

な
収
穫
と
思
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
経
験
は
コ

ミ
行
事
に
関
す
る
更
な
る
理
解
や
興
味
を
深
め

た
事
に
加
え
て
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持
続
可
能

な
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
向
け
た
良
き
サ
ポ
ー

タ
ー
と
な
る
も
の
と
確
信
致
し
ま
し
た
。

　

一
年
間
ご
支
援
、
ご
協
力
誠
に
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
後
と
も
「
あ
け
ぼ
の
」
を
ご
愛

顧
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。広

報
部
長
　
河
村
長
治

◆コミュニティをイメージする絵画
　（催しや公民館へ掲示／小・中学生向け）

②絵画を募集

◆マークの中のデザインを募集
①六合コミュニティ旗

50周年記念事業実行委員会

令和３年（２０２１年）開催の「六合コミュニティ５０周年記念行事」
に向けてコミュニティ旗のデザインとポスターの募集を始めます！

今後1年掛けて、募集致します。
応募要領等詳細は別途案内致します。

編
集
後
記

新入学児童の親子が参加、お祝いの挨拶に
続きアトラクションを楽しんだ「入学祝いの会」

六合小山口校長先生の 「へんしん トンネル」 で
言葉の面白さを大きな声で楽しむ新入学児童

六合東小伊藤校長先生のお祝いのことばを
静かに、熱心に聞き入る新入学児童

軽快な音楽で所狭しと元気いっぱいにダンスを楽しむ
新入学児童

リズムに合わせて ”100 ％ 元気～”と体操する
新入学児童たち

六合コミュニティ斉藤会長からプレゼントを受けとり
大喜びの新入学児童

入
学
祝
い
の
会

令
和
二
年
二
月
九
日
（
日
）

六
合
小
学
校
体
育
館
に
て
開
催


